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ご注意：この日本語データシートは参考資料として提供しており、内容が最新でない
場合があります。製品のご検討およびご採用に際しては、必ず最新の英文デー
タシートをご確認ください。
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LMC7101
小型、低消費電力、入出力フルスイングCMOSオペアンプ

概要

LMC7101は、省スペース・タイプの SOT23-5小型パッケージに
実装された高性能 CMOSオペアンプです。省スペース化や軽量
化を重視する設計に理想的なデバイスです。このオペアンプは、
LMC6482/6484タイプと同等の性能を備えており、フルスイングの
入出力振幅、高オープンループ利得、低ひずみ、低消費電流を
特長としています。

主な用途として、移動携帯電話、PHS ポケットベル、ノートブッ
ク・コンピュータ、パーソナル・デジタル・アシスタント (PDA)、
PCMCIAカードなど携帯用の小型電子機器があり、この小型パッ
ケージ・オペアンプを採用することで大きなメリットがもたらされま
す。また、シングルタイプにより任意の基板箇所に配置できるた
め、基板のレイアウトも簡単になります。

特長

■ 省スペース・タイプの小型 SOT23-5パッケージの採用により、
SO-8パッケージ品に比べて約半分のスペースを節約

■ 2.7V、3V、5V、15Vの電源動作時の規格値を保証

■ 5V動作時の消費電流                                  0.5mA(代表値 )

■ 5V動作時の全高調波歪み (THD)                      0.01％以内

■ 利得帯域幅                                                                 1.0MHz

■ LMC6482/6484と同等性能

■ フルスイング入出力

アプリケーション
■ 移動体通信携帯機器、PHS

■ ノートブックPC、PDA

■ バッテリ駆動用携帯機器

■ センサ・インタフェース

ピン配置図
5-Pin SOT23

Top View

製品情報
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01 絶対最大定格 (Note 1)

本データシートには軍用・航空宇宙用の規格は記載されていません。
関連する電気的信頼性試験方法の規格を参照ください。

動作定格 (Note 2)

2.7V時 DC電気的特性
特記のない限り、以下の規格値は TJ＝ 25℃、V＋＝ 2.7V、V－＝ 0V、VCM＝VO＝V＋ /2、RL＝ 1MΩに対して適用されます。
太文字表記のリミット値は全動作温度範囲にて適用されます。

ESD耐圧 (Note 2) 2000V

差動入力電圧 ±電源電圧

入出力ピン電圧                           (V＋ )＋ 0.3V、(V－ )－ 0.3V

電流電圧 (V＋－V－ ) 16V

入力ピン電流 ± 5mA

出力ピン電流 (Note 3) ± 35mA

電源ピン電流 35 mA

リード温度 (ハンダ付け、10秒 ) 260℃

保存温度範囲 － 65℃～＋ 150℃

接合部温度 (Note 4) 150℃

電源電圧 2.7V≦ V＋≦ 15.5V

温度範囲

LMC7101AI, LMC7101BI － 40℃～＋ 85℃

熱抵抗 (θJA)

5ピンSOT23 325℃ /W
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3V時 DC電気的特性
特記のない限り、以下の規格値は TJ＝ 25℃、V＋＝ 3V、V－＝ 0V、VCM＝ 1.5V、VO＝V＋ /2、RL＝ 1MΩに対して適用されま
す。太文字表記のリミット値は全動作温度範囲にて適用されます。
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01 5V時 DC電気的特性
特記のない限り、以下の規格値は TJ＝ 25℃、V＋＝ 5V、V－＝ 0V、VCM＝ 1.5V、VO＝V＋ /2、RL＝ 1MΩに対して適用されま
す。太文字表記のリミット値は全動作温度範囲にて適用されます。

5V時 AC電気的特性
特記のない限り、以下の規格値は TJ＝ 25℃、V＋＝ 5V、V－＝ 0V、VCM＝ 1.5V、VO＝V＋ /2、RL＝ 1MΩに対して適用されま
す。太文字表記のリミット値は全動作温度範囲にて適用されます。
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15V時 DC電気的特性
特記のない限り、以下の規格値は TJ＝ 25℃、V＋＝ 15V、V－＝ 0V、VCM＝ 1.5V、VO＝V＋ /2、RL＝ 1MΩに対して適用され
ます。太文字表記のリミット値は全動作温度範囲にて適用されます。
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01 15V時 AC電気的特性
特記のない限り、以下の規格値は TJ＝ 25℃、V＋＝ 15V、V－＝ 0V、VCM＝ 1.5V、VO＝V＋ /2、RL＝ 1MΩに対して適用され
ます。太文字表記のリミット値は全動作温度範囲にて適用されます。

Note 1: 「絶対最大定格」とは、デバイスが破壊する可能性のあるリミット値をいいます。「動作定格」とはデバイスが機能する条件を示しますが、特定の性能
リミット値を保証するものではありません。仕様および試験条件の保証値に関しては、「電気的特性」を参照ください。

Note 2: 使用した試験回路は、人体モデルに基づき100pFのコンデンサから直列抵抗 1.5kΩを通して各端子に放電させます。

Note 3: 単一電源と両電源での動作に適用されます。周囲温度上昇時に連続短絡動作や複数オペアンプの短絡、あるいはそのどちらかが発生すると、150℃
の最大接合部温度を超えることがあります。

Note 4: 最大消費電力は、最大接合部温度 TJ(MAX)、接合部・周囲温度間熱抵抗θJA、および周囲温度 TAにより決まります。任意の周囲温度における最大
許容消費電力は、PD＝ (TJ(MAX)－TA)/θJAから求められます。すべての数値はプリント基板に直接ハンダ付けされたパッケージに適用されます。

Note 5: 代表値 (Typical)は最も標準的な数値です。

Note 6: すべてのリミット値は標準統計品質管理 (SQC)手法を用い、製造時のテストまたは相関関係により保証されます。

Note 7: V＋＝15V、VCM＝1.5V、およびRLを7.5Vに接続します。電流ソース試験では7.5V≦VO≦12.5V、電流シンク試験では2.5V≦VO≦7.5Vが適用されます。

Note 8: V ＋＝ 15V。10V のステップ入力を持つ電圧フォロワとして接続します。規定される数値は正および負のスルーレートのいずれか遅いほうです。RL ＝
100kΩを 7.5Vに接続。VO＝ 10VPPになるようにアンプを 1kHzで励起させます。

Note 9: V＋が 12V以上のときは、出力をV＋に短絡しないでください。信頼性が低下します。

2.7V 時の代表的な性能特性
特記のない限り、V＋＝ 2.7V、V－＝ 0V、TA＝ 25℃にて適用。

Open Loop Frequency Response Input Voltage vs. Output Voltage
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2.7V 時の代表的な性能特性
特記のない限り、V＋＝ 2.7V、V－＝ 0V、TA＝ 25℃にて適用。 (つづき)

Gain and Phase vs. Capacitance Load

dVOS vs. Supply Voltage

Sinking Current vs. Output Voltage

Gain and Phase vs. Capacitance Load

dVOS vs. Common Mode Voltage

Sourcing Current vs. Output Voltage
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01 3V 時の代表的な性能特性
特記のない限り、V＋＝ 3V、V－＝ 0V、TA＝ 25℃にて適用。

Open Loop Frequency Response

Input Voltage Noise vs. Input Voltage

Sinking Current vs. Output Voltage

Input Voltage vs. Output Voltage

Sourcing Current vs. Output Voltage

CMRR vs. Input Voltage
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5V 時の代表的な性能特性
特記のない限り、V＋＝ 5V、V－＝ 0V、TA＝ 25℃にて適用。

Open Loop Frequency Response

Input Voltage Noise vs. Input Voltage

Sinking Current vs. Output Voltage

Input Voltage vs. Output Voltage

Sourcing Current vs． Output Voltage

CMRR vs. Input Voltage 
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01 15V 時の代表的な性能特性
特記のない限り、V＋＝＋ 15V、V－＝ 0V、TA＝ 25℃にて適用。

Open Loop Frequency Response

Input Voltage Noise vs. Input Voltage

Sinking Current vs. Output Voltage

Input Voltage vs. Output Voltage

Sourcing Current vs. Output Voltage

CMRR vs. Input Voltage
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15V 時の代表的な性能特性
特記のない限り、V＋＝＋ 15V、V－＝ 0V、TA＝ 25℃にて適用。 (つづき)

Supply Current vs. Supply Voltage

Output Voltage Swing vs. Supply Voltage

Positive PSRR vs. Frequency

Input Current vs. Temperature

Input Voltage Noise vs. Frequency

Negative PSRR vs. Frequency
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01 15V 時の代表的な性能特性
特記のない限り、V＋＝＋ 15V、V－＝ 0V、TA＝ 25℃にて適用。 (つづき）

CMRR vs. Frequency

Open Loop Frequency Response @ 25℃

Maximum Output Swing vs. Frequency

Open Loop Frequency Response @ ‐40℃

Open Loop Frequency Response @ 85℃

Gain and Phase vs. Capacitive Load
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15V 時の代表的な性能特性
特記のない限り、V＋＝＋ 15V、V－＝ 0V、TA＝ 25℃にて適用。 (つづき）

Gain and Phase vs. Capacitive Load

Slew Rate vs. Temperature

Inverting Small Signal Pulse Response

Output Impedance vs. Frequency

Slew Rate vs. Supply Voltage

Inverting Small Signal Pulse Response
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01 15V 時の代表的な性能特性
特記のない限り、V＋＝＋ 15V、V－＝ 0V、TA＝ 25℃にて適用。 (つづき）

Inverting Small Signal Pulse Response

Inverting Large Signal Pulse Response

Non-Inverting Small Signal Pulse Response

Inverting Large Signal Pulse Response

Inverting Large Signal Pulse Response

Non-Inverting Small Signal Pulse Response
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15V 時の代表的な性能特性
特記のない限り、V＋＝＋ 15V、V－＝ 0V、TA＝ 25℃にて適用。 (つづき)

Non-Inverting Small Signal Pulse Response

Non-Inverting Large Signal Pulse Response

Stability vs. Capacitive Load

Non-Inverting Large Signal Pulse Response

Non-Inverting Large Signal Pulse Response

Stability vs. Capacitive Load
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01 15V 時の代表的な性能特性
特記のない限り、V＋＝＋ 15V、V－＝ 0V、TA＝ 25℃にて適用。 (つづき)

Stability vs. Capacitive Load

Stability vs. Capacitive Load

Stability vs. Capacitive Load

Stability vs. Capacitive Load
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アプリケーション情報

1.0 LMC7101小型アンプの利点

サイズ

 SOT 23-5に実装されているため占有面積が小さく(0.120×0.118
インチ、3.05× 3.00mm)、PC 基板面積を削減し、電子製品の
小型化設計が可能です。ユーザーは携帯性を重視して、より小
型・軽量の製品を好みます。

高さ

高さが 0.056インチ (1.43mm) であるため、PCMCIAタイプ III
カードに搭載可能です。

信号劣化の保全

信号は信号源からアンプに達するまでにノイズを拾いますが、パッ
ケージが小型であるため、信号源の近くに配置しても、ノイズが
混入したり信号状態の低下を招くことはありません。送信先デバ
イス (ADコンバータの基準電圧用バッファなど )に隣接して配置
することも可能です。

基板レイアウトの簡素化

小型アンプは種々の点で基板レイアウトの簡素化に有利です。ま
ず、デュアルあるいはクワッド品に比べて必要な場所に最適配置
可能なため、PC基板上の信号パターンを短くできます。

また、デュアルあるいはクワッド品を使用する場合に比べ、複数の
小型アンプを使用するほうが、信号経路を単純化してクロストーク
を低減することも可能です。

低歪率

LMC7101アンプのオープンループ利得が高いため、オーディオ帯
域の歪みを極めて低く抑えることが可能です (5V 電源、10kΩ負
荷の場合、10kHzにおける歪みは標準で 0.01％)。したがって、
オーディオ、モデム、低周波信号処理に最適です。

低消費電流

LMC7101の消費電流は 0.5mA (代表値 )であり、ポータブル製
品におけるバッテリ動作時間の改善、バッテリの小型化が可能で
す。

広い電圧範囲

LMC7101では、15V、5V、3V の動作が保証されており、これ
らの電源電圧における性能データを提供しています。電圧範囲
が広いため、バッテリの寿命で電圧が大きく変動する場合も安定
動作を保証します。

2.0 入力同相電圧範囲

LMC7101は、入力電圧が負側の電源電圧を超えても位相が反
転することがありません。Figure 1 に示すように、入力電圧が正
あるいは負側のいずれの電源電圧を超えても、出力が反転する
ことはありません。

室温における絶対最大入力電圧は、正および負側の電源電圧プ
ラス300mVです。これを大きく超える電圧が印加された場合は、
Figure 2に示すように、入力端子への入力電流、あるいは入力
端子からの出力電流が過剰となり、信頼性を劣化させます。

FIGURE 1.   An Input Voltage Signal Exceeds the
LMC7101 Power Supply Voltages with

No Output Phase Inversion

FIGURE 2.   A ± 7.5V Input Signal Greatly
Exceeds the 3V Supply in FIGURE   Causing

No Phase Inversion Due to RI

入力電圧がこの定格を超えるアプリケーションでは、Figure 3のよ
うに入力抵抗を外付けして入力電流を±5mAに制限しなければ
なりません。

FIGURE 3.   RI Input Current Protection for
Voltages Exceeding the Supply Voltage

3.0 フルスイングの出力電圧範囲

LMC7101の出力抵抗は、VS＝3Vの場合でソース時に約180Ω、
シンク時に約 130Ω、VS＝ 5Vの場合で同様にそれぞれ 110Ω、
80Ωとなります。この出力抵抗値を用いれば、最大出力電圧振
幅を、負荷の関数として概算することができます。
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01 アプリケーション情報 (つづき)

4.0 許容容量負荷

LMC7101は通常、VS＝ 15Vでユニティ・ゲインの場合、100pF
の容量を発振なしで直接駆動することができます。ユニティ・ゲ
イン・フォロワは最も繊細な回路です。容量負荷を直接接続する
と、オペアンプの位相マージンが減少します。オペアンプの出力
インピーダンスの補償と容量性負荷は、位相遅れをもたらします。
その結果、パルスのアンダーダンプ応答または発振が生じます。

容量性負荷の補償は Figure 4のブロック図に示すように、抵抗に
よるアイソレーションで行うことができます。この手法は単純です
が、マルチプレクサや ADコンバータの容量性入力を分離するの
に効果的です。

FIGURE 4.   Resistive Isolation
of a 330 pF Capacitive Load

5.0 大きなフィードバック抵抗を使用する場合の入力容量の
補償方法

非常に大きな容量 (一般に 500kΩ以上 )のフィードバック抵抗を
使用する場合は、その大きなフィードバック抵抗値がトランスデュー
サやフォトダイオード、回路基板の寄生容量による入力容量と組合
わさって、位相マージンを減少させます。

入力容量の影響は、フィードバック・コンデンサを付加することに
よって補償することができます (Figure 5 参照 )。フィードバック・コ
ンデンサを付加する場合は、先ず次のようにCfの値を概算します。

 

または

R1 CIN≦ R2 Cf

通常、これによって十分過ぎる補償がなされます。

ただし、PC 基板の浮遊容量がブレットボードのそれと一致すると
は限らず、実際に最適なCf値は両者の間で異なることがあります
から、実際の回路でチェックすべきです。(詳しくはクワッドCMOS
アンプ LMC660のデータシートを参照ください。 )

FIGURE 5.   Cancelling the Effect of Input Capacitance



19 www.national.com/jpn/

L
M

C
7101

アプリケーション情報 (つづき)

SOT-23-5のテープ /リール仕様

Tape Format

Tape Dimensions
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01 アプリケーション情報 (つづき)

Reel Dimensions
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生命維持装置への使用について
ナショナル セミコンダクター社の製品は、ナショナル セミコンダクター社の最高経営責任者 (CEO) および法務部門 (GENERAL
COUNSEL)の事前の書面による承諾がない限り、生命維持装置または生命維持システム内のきわめて重要な部品に使用することは
認められていません。
ここで、生命維持装置またはシステムとは（a）体内に外科的に使用されることを意図されたもの、または (b)生命を維持あるいは
支持するものをいい、ラベルにより表示される使用法に従って適切に使用された場合に、これの不具合が使用者に身体的障害を与
えると予想されるものをいいます。重要な部品とは、生命維持にかかわる装置またはシステム内のすべての部品をいい、これの不
具合が生命維持用の装置またはシステムの不具合の原因となりそれらの安全性や機能に影響を及ぼすことが予想されるものをいい
ます。

本資料に掲載されているすべての回路の使用に起因する第三者の特許権その他の権利侵害に関して、弊社ではその責を負いません。
また掲載内容は予告無く変更されることがありますのでご了承ください。

ナショナル セミコンダクター ジャパン株式会社
本社／〒 135-0042 東京都江東区木場 2-17-16 TEL.(03)5639-7300

技術資料（日本語 /英語）はホームページより入手可能です。 www.national.com/jpn/

このドキュメントの内容はナショナル セミコンダクター社製品の関連情報として提供されます。ナショナル セミコンダクター社
は、この発行物の内容の正確性または完全性について、いかなる表明または保証もいたしません。また、仕様と製品説明を予告な
く変更する権利を有します。このドキュメントはいかなる知的財産権に対するライセンスも、明示的、黙示的、禁反言による惹起、
またはその他を問わず、付与するものではありません。
試験や品質管理は、ナショナル セミコンダクター社が自社の製品保証を維持するために必要と考える範囲に用いられます。政府が
課す要件によって指定される場合を除き、各製品のすべてのパラメータの試験を必ずしも実施するわけではありません。ナショナ
ル セミコンダクター社は製品適用の援助や購入者の製品設計に対する義務は負いかねます。ナショナル セミコンダクター社の部品
を使用した製品および製品適用の責任は購入者にあります。ナショナル セミコンダクター社の製品を用いたいかなる製品の使用ま
たは供給に先立ち、購入者は、適切な設計、試験、および動作上の安全手段を講じなければなりません。
それら製品の販売に関するナショナル セミコンダクター社との取引条件で規定される場合を除き、ナショナル セミコンダクター社
は一切の義務を負わないものとし、また、ナショナル セミコンダクター社の製品の販売か使用、またはその両方に関連する特定目
的への適合性、商品の機能性、ないしは特許、著作権、または他の知的財産権の侵害に関連した義務または保証を含むいかなる表
明または黙示的保証も行いません。

National Semiconductorとナショナル セミコンダクターのロゴはナショナル セミコンダクター コーポレーションの登録商標です。その他のブランド
や製品名は各権利所有者の商標または登録商標です。
Copyright © 2006 National Semiconductor Corporation
製品の最新情報については www.national.com をご覧ください。

外形寸法図 特記のない限りinches (millimeters)

5-Pin SOT23 Package
NS Package Number MF05A
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